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味の素株式会社

合格御守　たくさんの栄養と「がんばれ」をこめて

◉企画の概要と選定理由
受験シーズンの到来に合わせ、受験生とその家族を栄養たっぷりの食事
で応援する新聞広告を掲載した。お守りをモチーフにした色鮮やかな料
理の写真と縁起を担いだメニューを21 種類並べ、二次元コードで自社商
品を取り入れたレシピを紹介するサイトに誘導した。地下鉄の駅構内に掲
出した特大ポスターにレシピ入りの「合格御守」を貼り付け、自由に持ち
帰れるようにしたプロモーションは、複数のテレビ番組で取り上げられた。
受験生を応援する料理がランダムに表示される仕掛けもSNS で展開し、
大きな話題を呼んだ。新聞広告を起点に他媒体を組み合わせ、ブランド
イメージや商品の認知度を高めた活動として高く評価された。

◉掲載状況	����������2023年1月30日、毎日新聞（東京）夕刊に掲載、2月2日、
読売新聞（東京）夕刊に掲載、2月3日、朝日新聞（東京）夕
刊に掲載/二連版全30段、カラー

◉広告活動	����������OOH 掲出（東京メトロ表参道駅）、OOHと連動したタイ
アップ記事（iza、マイナビ）、X（旧 Twitter）、Instagram

◉企画・扱い	 ��������	電通
◉制作	����������������	たきコーポレーション、トーン・アップ、電通クリエー

ティブキューブ
◉制作スタッフ	������	CD= 玉山貴康、AD= 林耕平、沼澤祐治、太田久美

子、C= 石橋涼子、佐藤日登美、D= 唐鎌大也、馬木
大輔、坂巻友理、内藤薫、Ph= 村井眞哉、レタッチ =
木村修、CRD= 八杉貞治、製版 = 蓑輪義行、CPR＝
渋谷由美子、BP＝伊藤眞一、小野瀬麻斗
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別府から佐伯いこうキャンペーン
一般社団法人佐伯市観光協会

◉掲載状況	����������2022 年 8 月 26 日、 大分合同新聞に掲載、8 月 27
日、西日本新聞に掲載 / 全 15 段、カラー

◉広告活動	����������体験型プロモーション「寿司ネタリウム」
◉企画・扱い	��������九州博報堂
◉制作	 ���������������PISTON
◉制作スタッフ	������CD= 岡本和久、AD= 音丸雄、C= 岡本和久、小川温

輝、D= 松元博孝、Ph= 知識たかし、PR= 丸山敦子、
AE= 原崇紀、東田晋伍

◉企画の概要と選定理由
830 万人に対し 130 万人――。大分県別府市に比べると年間観光客数
が少ない佐伯市への来訪を呼び掛ける新聞広告を掲載した。県内一の
漁獲量を誇る佐伯市の寿司職人が防波堤に腰掛け、「いっつも別府ばっ
かりなんだから。」とふてくされ嫉妬したビジュアルは SNS で好意的な反
応が多く寄せられ、テレビやラジオの番組でも紹介された。別府市の宿
泊者が佐伯市で使える食事券のプレゼント企画が 1 か月前倒しで終了す
るなど、大きな反響を呼んだ。シンプルでありながら印象的なクリエーティ
ブで観光客の注目を集めた企画として高く評価された。

2022 年 8 月 26 日付　大分合同新聞

8 月 27 日付　西日本新聞
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世界を敵にまわして、生き残ったヤツはいない。
株式会社宝島社

◉掲載状況	����������2022 年 10 月 24 日、朝日新聞、読売新聞に
掲載 / 二連版全 30 段、カラー

◉企画	 ���������������宝島社、ADK クリエイティブ・ワン
◉制作	 ���������������副田デザイン制作所
◉扱い	 ���������������ADK マーケティング・ソリューションズ
◉制作スタッフ	������CD= 能丸裕幸、三井明子、AD= 副田高行、C=

三井明子、D= 綿田美涼、AE= 三角啓一郎、
CPR= 林美将

◉企画の概要と選定理由
世界で相次ぐ悲惨な争いの早期終結と平和への切なる願いを込め、軍
縮週間の初日で「国連の日」に当たる10 月24日に見開き広告を掲載し
た。澄み切った青空と広大な黄色い麦畑というウクライナ国旗を連想させ
る風景にシンプルなコピーを重ね、反戦を訴えた。「世界も試されてい
る。」というメッセージを入れ、国際情勢を自らの問題として考えるよう促し
たクリエーティブは多数のメディアで記事化され、SNSを通じて世界中に拡
散された。新聞広告の持つ訴求力を生かし、社会問題への企業姿勢を
継続的に発信する取り組みとして高く評価された。
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#タナカヒロカズを探しています　尋ね人広告
一般社団法人田中宏和の会

◉掲載状況	����������2022 年 10 月 13 日、 産経新聞に掲載 / 全 5
段、雑報、モノクロ

◉広告活動	����������ウェブ サ イト、X（ 旧 Twitter）、Facebook、
Instagram

◉企画・制作・扱い	��電通
◉制作スタッフ	������Pro= 秋山駿、CD・C= 田中宏和 、AD・D= 植村

倫明、C= 産経新聞メディア営業局

◉企画の概要と選定理由
ギネス世界記録「同姓同名の最大の集い」に挑戦するイベント開催に向
け、昔ながらの尋ね人広告を想起させる体裁で全国のタナカヒロカズさん
に「至急参集セヨ」と呼び掛けた。小枠広告では「十月二十九日イザ
決行」など古風な文体の表現を列記して参加者を募り、全 5 段広告に
会員 186 人のニックネームを付記したタナカヒロカズさんの名前を並べ、
偉業への挑戦を告知した。モノクロで文字のみの広告ながらSNS やテレ
ビ番組で広く取り上げられ、イベント当日にギネス世界記録を達成した。
新聞広告ならではの表現力を生かし、話題喚起に寄与した企画として高
く評価された。
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◉企画の概要と選定理由
バレーボール指導の現場において、暴力・暴言・ハラスメントなど行き過ぎ
た指導が問題となっている状況を踏まえ、暴力の未然防止に向けた啓発
メッセージを新聞広告に掲載した。同じ事象でも指導をする側と受ける側で
は考え方や感じ方が異なることを、上下逆さまのクリエーティブで表現した。
特設サイトを開設し、「#指導ですか暴力ですか」のハッシュタグを付けて
SNS 上で暴力撲滅に関する議論を喚起すると、相談窓口には暴力に苦し
む選手や指導に悩む指導者から、前年を大きく上回る数の問い合わせが寄
せられた。新聞広告の特性を生かした斬新な手法により、あるべき指導に
ついての議論を広げた活動として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 3 月 25 日、日本経済新聞に掲載 / 全 15
段、カラー

◉広告活動	 ���������ウェブサイト、X （旧 Twitter）
◉企画・扱い	������� 電通
◉制作	��������������� たきコーポレーション、トーン・アップ、マテリアル、

電通クリエーティブフォース
◉制作スタッフ	 ����� CD= 橋本卓郎、AD= 山口さくら、C= 高階壮秀、

D= 長田昂大、隈井美歩、Pro＝井ノ本宙、コミュニ
ケーションプランナー＝前田星平、CPR＝大聖亜希、
統括 Pro・PL＝富山成貴、BP＝藤村瞳、崔創喜、
製版 = 子田純一、PR プランナー＝島田雄輔、岩本
彩貴、山脇壮平

#指導ですか暴力ですか
公益財団法人日本バレーボール協会
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